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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

議
員
発
議  

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
」
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書（

抜
粋
）

　

２
０
１
３
年
度
の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
、
政
府
は
、

国
の
政
策
目
的
の
実
現
の
た
め
に
、
地
方
公
務
員
の
臨
時

給
与
減
額
に
係
る
地
方
交
付
税
減
額
を
推
し
進
め
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
地
方
財
政
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
も
の

で
あ
り
、
憲
法
が
保
障
す
る
地
方
自
治
の
本
旨
か
ら
み
て
、

容
認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
方
交
付
税
は
地
方
の
固
有
財
源
で
あ
り
、「
地
方
団
体

の
独
立
性
の
強
化
」、「
地
方
行
政
の
計
画
的
な
運
営
」
に
資

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
目
的
を
実
現
す

る
た
め
、
地
方
財
政
計
画
・
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国

の
政
策
方
針
の
も
と
に
一
方
的
に
決
す
る
べ
き
で
は
な
く
、

国
と
地
方
の
十
分
な
協
議
を
保
障
し
た
上
で
、
そ
の
あ
り

方
や
総
額
に
つ
い
て
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
と
地
方
自
治
体
の
安
定
的

な
行
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
２
０
１
４
年
度
の
地
方

財
政
計
画
、
地
方
交
付
税
総
額
の
拡
大
に
向
け
た
対
策
を
、

政
府
に
求
め
ま
す
。

〈
提
出
先
〉

内
閣
総
理
大
臣
・
内
閣
官
房
長
官
・
総
務
大
臣
・

財
務
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
・

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
担
当
）

　 様

一般会計
原案可決（賛成全員）

〈主なもの〉

川井公民館の備品等購入

（（財）群馬県市町村振興協会から助成） …… 167 万円

軽・中度の難聴児の補聴器購入支援

…………………………………… 18 万円

「子ども・子育て会議」の委員報酬

…………………………………… 39 万円

文化センター周辺地区まちづくり事業

（基本設計費）

………………………………… 294 万円

「たまむら花火大会」興行中止保険料

（順延日がないため、例年より高額に）

………………………………… 169 万円

※ 事業の財源は、県からの補助金・繰越金・
　ふるさと創生基金など

下水道事業特別会計
原案可決（賛成全員）

藤岡大胡線の未整備部分（ＪＡたまむら支店の

東側）及び県が実施する国道 354 号（上飯島

交差点〜下新田７丁目交差点）の歩道整備に合わ

せた下水道工事

…………………………………2400 万円

※ 事業の財源は公共下水道事業債

※万円未満切り捨て

補 正 予 算




